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令和 8 年３月 高島市議会定例会 開会挨拶 

令和 8 年２月２4 日（火） 

おはようございます。 

本日ここに、令和８年３月 高島市議会定例会を招集させていただき

ましたところ、議員各位におかれましては、ご出席を賜り、誠にありが

とうございます。 

開会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

まず、先の市議会臨時会におきまして 河越 安美治 議長、ならびに 

藤田 昭 副議長がご就任されましたことに対しまして、改めてお祝いを

申し上げます。 

その豊富なご経験と優れた知見を活かされ、円滑な議会運営にご尽力

を賜りますとともに、私ども執行部と建設的な政策議論を交わし、市政

の更なる発展に繋げていただくことを切に期待申し上げる次第であり

ます。 

さて、今期定例会に提案をいたします令和 8 年度の一般会計当初予算

案は、私の市長就任から 2 年目を迎え、これまでの市民の皆様との対話

から得た「種」を、着実に「芽吹かせる」ための、極めて重要な予算で

あります。 

具体的な政策内容については、この後、私の施政方針の中で詳述させ

ていただきますが、本年度予算におきましては、 

「若者と子育て世代を引きつけ、人口減少に打ち勝つまちづくり」 

「健康で生涯活躍できる安心安全なまちづくり」 

という 2 つの大きな政策目標を掲げました。 

依然として続く物価高騰の影響から市民生活を守りつつ、こども誰で

も通園制度の市独自無償化などの「次世代投資」と、DX 技術を活用し

た防災・救急体制の強化といった「安全・安心の確保」を両輪として編

成したところであります。 
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また、本市の最重要課題である「新ごみ処理施設整備事業」におきま

しても、令和 8 年度は用地造成工事や整備・運営事業者の選定に着手す

るなど、いよいよ実施段階へと入ってまいります。これまで長年に及ぶ

苦難の歩みを教訓とし、将来に禍根を残さぬよう、周辺地域の皆様との

丁寧な対話を根幹に据え、着実に事業を推進してまいる所存です。 

本定例会に提案させていただきます案件は、報告案件が１件、人事案

件が５件、条例案件が 16 件、そして予算案件が９件の、計 31 件を予

定しております。 

議員各位におかれましては、慎重なるご審議のうえ、ご議決を賜りま

すようお願い申し上げ、開会にあたりましてのご挨拶とさせていただき

ます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 


